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協定概要

○概要
地震・豪雨等の異常な自然現象または大規模な事故等による被害（以下、災害という。）が発生、
又は発生する恐れがある場合において、ステンレスタンク等の資機材調達及び技術支援等に関し
て国土交通省中部地方整備局長と一般社団法人日本ステンレスタンク工業会（以下、工業会とい
う。）会長が協定を締結するもの。

○目的
災害が発生、又は発生する恐れがある場合に行う業務等に必要な事項を定め、被害の拡大防止
と被災施設の早期復旧に資することを目的とする。

○実施範囲
・場所

中部地方整備局管内（大規模災害時はこの限りではない。）
・支援内容

ステンレスタンク等の調達及び設置等に関する技術的助言 ※１※２
※１ 契約は工業会会員と要請者が直接締結する。
※２ 資材の運搬は中部地方整備局で締結している別協定でも対応可能。

○効果
・配水池等が被害を受けた場合、仮設用タンクを代替的に活用できる。
・避難所等の応急給水拠点に給水タンクを設置できる。
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運用スキーム

中部地方整備局

日本ステンレスタンク工業会

日本水道協会

地方公共団体

水道事業体

要請者

建設業協会

資材保管所

①要請
※様式１（位置図含む）＋別紙１

②業務実施の打診
※様式２－１（位置図含む）＋別紙１

‣技術員派遣・支援
※管工事組合等と連携 ‣建設業協会による資材運搬

④要請・行先指示

受取

資材確保依頼

工業会員と契約（請求・支払）

⑤承諾

③承諾
※様式３－１＋別紙２

⑥回答（注１）
※様式４＋別紙３

協会員と契約（請求・支払）

ケース①：要請者・工業会で運搬できない場合
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注１：要請内容と異なる場合は要請者と別途調整し回答する



運用スキーム

中部地方整備局

日本ステンレスタンク工業会

日本水道協会

地方公共団体

水道事業体

要請者

‣資材確保・運搬
‣技術員派遣・支援
※管工事組合等と連携

工業会員と契約（請求・支払）

ケース②：工業会で運搬できる場合

④回答（注１）
※様式４＋別紙３

③承諾
※様式３－１ ＋別紙２

②業務実施の打診
※様式２－１（位置図含む）＋別紙１

①要請
※様式１（位置図含む）＋別紙１
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注１：要請内容と異なる場合は要請者と別途調整し回答する



運用スキーム

中部地方整備局

日本ステンレスタンク工業会

日本水道協会

地方公共団体

水道事業体

要請者

資材保管所

‣技術員派遣・支援
※管工事組合等と連携 ‣要請者による資材運搬

受取

資材確保依頼

工業会員と契約（請求・支払）

ケース③：要請者で受け取る場合

④回答（注１）
※様式４＋別紙３

③承諾
※様式３－１＋別紙２

②業務実施の打診
※様式２－１（位置図含む）＋別紙１

①要請
※様式１（位置図含む）＋別紙１

4

注１：要請内容と異なる場合は要請者と別途調整し回答する



資材一覧
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※両タイプとも同価格



標準構造図（仮設タンク）

• Ａタイプ • Bタイプ
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標準構造図（仮設タンク）

Aタイプ・8㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Aタイプ・10㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Aタイプ・12㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Aタイプ・15㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Aタイプ・25㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Bタイプ・8㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Bタイプ・12㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Bタイプ・15㎥
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標準構造図（仮設タンク）

Bタイプ・25㎥
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標準構造図（給水タンク）

• Ａタイプ • Bタイプ
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標準構造図（給水タンク）

Aタイプ・1㎥

17



標準構造図（給水タンク）

Aタイプ・1.5㎥
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標準構造図（給水タンク）

Aタイプ・2㎥
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標準構造図（給水タンク）

Bタイプ・1㎥
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仮設タンクの設置（必要資機材リスト）
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• 配管接続フランジは上水規格又は10K。
• 配管接続用のフランジ接合材（パッキンBN）は別途必
要。

• 天井面電極口には水位計等の機器が接続可能。

• 接続配管（仮設リース管など）は別途必要。

• 安定した地盤に設置し、必要に応じて敷き鉄板等を使
用する。

• 転倒防止処置が別途必要。

• 自然流下にて流入管を使用の場合、別途流入調整弁
の購入が必要。

※工業会ではタンク以外の資材は手配できない

必要資機材リスト（参考）

使用資材

・仮設タンク

・砕石

・敷き鉄板

・受台用H鋼

・高さ・水平調整用プレート

・仮設タンク固定用シャコ万力

・フレキシブル管

使用機材

・ラフタークレーン

・アーク溶接機



仮設タンクの設置（設置手順①）

※設置場所に応じて転倒防止
の対策が必要
（写真は一例）
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仮設タンクの設置（設置手順②）

※配管は要請者にて手配
（写真は一例）

フレキシブル管を設置する
23



給水タンクの設置

※架台・耐荷重パレット等が必要
（要請者で手配）

必要な資材リスト（参考）

・給水タンク

・耐荷重パレット（架台等）

• 給水タンクには架台が付属していないため
2t車の荷台に固定した状態で使用するか、
1.5t以上の加重に耐えられパレット等を何
枚か重ねて使用することを想定。

• タンクに水を入れた状態での走行はタンク
が破損する恐れがあるため不可。
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〒501-0417
岐阜県本巣市屋井1057番1

TEL:058-323-1002
FAX:058-323-1006

資材保管場所

森松工業株式会社 屋井工場

住所

東海環状自動車道 本巣ICより7分
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〒505-0307
岐阜県加茂郡八百津町町野上1542-1

TEL:0574-43-8210
FAX:0574-43-8212

資材保管場所

株式会社ベルテクノプラント工業 八百津工場

住所

東海環状自動車道 可児御嵩ICより14分
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様式解説（様式１）

・要請者→中部地方整備局への依頼様式。
・別紙１と位置図を添付する。
・当該情報をもって工業会へ業務の打診を行うので分かりやすく具体的に記載すること。
・電子メール又はFAXにより要請を行い、非常時は電話での要請も可とする（後日、様式の送付は必要）。

所属・役職・氏名・電話番号を記入。
※電話番号は原則携帯電話番号を記入

２日後以降の日付を記入。
（例）要請日1/1→回答期限1/3以降

留意事項や補足事項等を記入。
（例）道が狭いため２ｔトラックまでしか通れない

☜別紙１ 位置図例

プラス
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様式解説（様式４）

・中部地方整備局→要請者への回答様式。
・依頼内容の希望に添えない場合は、回答前に中部地整から要請者へ確認連絡を行う。
・別紙３を添付する。
・電子メール又はFAXにより回答を行い、非常時は電話での回答も可とする（後日、様式の送付は必要）。

要請した会員の情報を記入。

留意事項や補足事項等を記入。
（例）工業会での運搬は不可能なため中部地整

からA社に運搬を打診
A社連絡先：○○・・・・

プラス

希望に添えない場合があります

28

所属・役職・氏名・電話番号を記入。
※電話番号は原則携帯電話番号を記入

以降、要請者が個別に会員等と
調整してください

☜別紙３



様式解説（別紙１）

・要請者→中部地方整備局（中部地方整備局→工業会）への依頼様式。
・様式１の添付書類として作成。
・要請内容の詳細について記載するもの。
・当該情報をもって工業会へ業務の打診を行うので分かりやすく具体的に記載すること。
・電子メール又はFAXにより要請・打診を行い、非常時は電話での要請・打診も可とする（後日、様式の送付は必要）。

予定するリース期間を記入（１か月単位）。

資材一覧表（P.6参照）より選択。
ただし、管材や付属具等は要請者にて用意する。

搬入箇所を記入。
要請者にて運搬・設置する場合は設置箇所を記入。

すぐにでも欲しい場合は「即時」、
受け入れ態勢が整うまで時間がある場合は希望日を記入。

要請者にて運搬可能な場合は資材保管場所（P.25.26参照）にて受
け渡し。積み込みは工業会にて行う。運搬不可能な場合は工業会も
しくは中部地方整備局の他協定を用いて運搬するため運搬費が別
途発生する。なお運搬可能＝荷下ろしも可能な場合を想定。

⑤で要請者にて運搬不可能な場合のみ記入。

地元業者のバックホウ等で荷下ろし可能な場合は平トラック、不可能な
場合はユニックで向かう。ユニックの数が少ないため時間を要する場合
がある。

工業会より設置や配管等への技術的助言ができる技術者を派遣で
きる。費用はリース代金に含まれている。解説要確認！ 29



様式解説（別紙３）

・中部地方整備局→要請者への様式。
・様式４の添付書類として作成。
・別紙２の回答に基づき、３者（要請者、中部地方整備局、工業会）調整の上、別紙１の依頼内容について回答するもの。
・依頼内容の希望に添えない場合は、回答前に中部地整から要請者へ確認連絡を行う。
・電子メール又はFAXにより回答を行い、非常時は電話での回答も可とする（後日、様式の送付は必要）。

リース可能期間を記入。
希望期間に沿えない可能性あり。

資材関係の回答。
在庫状況により内容が変動する可能性あり。
（例）4tを依頼していたが2t×2基を用意した

運搬・搬入関係の回答。
工業会の車両状況等により中部地整の別協定を活用し運搬する
（別途費用発生）。
要請者にて運搬・荷下ろしが可能な場合は資材受取場所を指示し、
該当する資材保管場所（P.25.26参照）にて受取可能日以降で受取
を行う。

搬入予定日を記入。
要請者にて運搬できる場合は受取可能日を記入。

原則、搬入日時と同日。
詳細な日時については各自で工業会員と打合せの上決定する。
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契約書（覚書）参考例
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